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１ はじめに 

 
グローバル化の急速な進展に伴い，人の国際移動も活発化することが見込まれる中，

言うまでもなく，日本語は我が国における共通言語であり，日本語能力を身に付ける

ことは，外国人が日本で生活していく上で極めて重要です。 

 

文化庁では，日本語を母語としない住民の日本語学習のニーズが高まっていること

を踏まえ，平成 19 年７月に文化審議会国語分科会に日本語教育小委員会（以下「日本

語教育小委員会」といいます。）を設置し，日本語教育施策に関する検討を行ってきま

した。 

 

日本語教育小委員会では，まず，日本語教育に関する課題の把握を行い，平成 20

年には「生活者としての外国人」に対する日本語教育の体制整備及び内容の改善につ

いて検討しました。そして，平成 21 年１月には「国語分科会日本語教育小委員会にお

ける審議について－日本語教育の充実に向けた体制整備と「生活者としての外国人」

に対する日本語教育の内容等の検討－」の取りまとめを行いました。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜コラム①＞ 日本語教育小委員会 
 

平成 13 年 1 月に国語審議会や著作権審議会等が整理・統合され，文部科学省に文

化審議会が設置されました。平成 19 年 7 月，文化審議会の国語分科会に日本語教育

小委員会が設置されました。 

日本語教育小委員会は「外国人に対する日本語教育に関すること」を審議すること

となっていて，平成 26 年８月現在，60 回以上開催されています。カリキュラム案等

の５点セットもこの委員会で検討され，作成されたものです。 
 日本語教育小委員会は，開催の１週間前に文化庁のホームページで案内されます。

事前に申し込みをすれば傍聴が可能ですので，みなさま，一度，傍聴してみませんか？ 
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その後，平成 21 年１月に取りまとめられた「生活者としての外国人」に対する日

本語教育の内容等に基づき，以下の冊子（５点セット）を作成してきました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

本ハンドブックはこの５点セットの全体像や具体的な活用方法について説明する

ものです。 
 

 「生活者としての外国人」に対する日本語教育は，常に変わり続け

る地域の状況，外国人のニーズに対応できるように，Ｐｌａｎ（企画）

―Ｄｏ（実施）―Ｃｈｅｃｋ（点検）―Ａｃｔｉｏｎ（改善）という

ＰＤＣＡサイクルを回していくことが重要です。 
 

地域によって，５点セットをどのように活用するか，どのような日本語プログラム

を作成し，実践するかということは異なりますが，本ハンドブックで少しでもヒント

をつかんでもらえれば幸いです。 

 

 

 ①平成 22 年５月 

「生活者としての外国人」に対する日本語教育の標準的なカリキュラム案について 

（以下「カリキュラム案」） 

②平成 23 年１月 

「生活者としての外国人」に対する日本語教育の標準的なカリキュラム案  

活用のためのガイドブック             （以下「ガイドブック」） 

③平成 24 年１月 

「生活者としての外国人」に対する日本語教育の標準的なカリキュラム案 

教材例集                       （以下「教材例集」） 

④平成 24 年１月 

「生活者としての外国人」に対する日本語教育における日本語能力評価について 

（以下「能力評価」） 

⑤平成 25 年２月 

「生活者としての外国人」に対する日本語教育における指導力評価について  

（以下「指導力評価」） 

日本語教育小委員会における検討とその成果物（５点セット）について 
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２ ことばの説明 

 
 ここでは，５点セットによく出てくることばについて説明します。 
 

１．指導者，コーディネーター，協力者 

  学習者に対する直接的な日本語の指導に携わる人のことを「（地域日本語教育）指

導者」と呼んでいます。 
また，直接的な日本語の指導を除き，日本語教育を企画・実施する行政や地域の

関係機関等において，日本語教育プログラムの作成を行ったり，行政と関係機関間

や関係機関間の調整を行ったりする人のことを「（地域日本語教育）コーディネー

ター」と呼んでいます。 
さらに，地域住民や，学習者の母語が分かる人や外国人など教室活動に協力して

くれる人のことを「協力者」と呼んでいます。 
  ただし，指導者もコーディネーターも，一定の役割の人に対する便宜上の名称で

あって，特定の資格者や勤務形態にある人を指すものではありません。また，実際

には一人の人が同時に複数の役割（例えば，指導者とコーディネーターなど）を果

たすこともあります。 
 
２．生活上の行為 

  カリキュラム案では，「生活者としての外国人」に対する日本語教育の内容として，

来日間もない外国人が基本的な生活上の基盤を形成するために必要であるもの及

び安全に関わり緊急性があるものを選び，生活上の行為として示しています。 
 
３．能力記述 
  ５点セットでは，それぞれの生活上の行為の事例について，日本語でできるよう

になるために必要な具体的な行動達成目標を「能力記述」とし，その内容を「～で

きる」という形式で示しています。 
例えば，「警察（１１０番）に電話する」という生活上の行為の事例では，「住所

や電話番号などを伝えることができる
．．．

」「起こったことを順序立てて説明ができる
．．．

」

「警察官の質問や指示を理解し，適切な受け答えができる
．．．

」などを能力記述として

挙げています。なお，「能力記述」という用語は「キャンドゥーステートメンツ

（can-do-statements）」の訳として用いています。 
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４．行動・体験中心の教室活動 

  「生活者としての外国人」に対する日本語教育は，日本語について知り，日本語

に関する知識を蓄えることではなく，日本語を使っていろいろな生活上の行為がで

きるようになることを目指しています。そのため，教室活動も講義や説明中心だけ

ではなく，実際に体験したり，行動したりする中で日本語を使うことが重要だと考

えています。そのため，指導者には「何をどう説明するか」ということよりも，「誰

とどこでどのような活動をするか，その中でどのような日本語を使うか／学ぶか」

という教室活動のデザインが求められます。 

（※「コラム⑤ 行動・体験中心の教室活動」もお読みください。） 

 

５．ＰＤＣＡサイクル 

 指導力評価では，地域の状況に応じた日本語教育プログラムの企画（Ｐｌａｎ），

実施（Ｄｏ），点検（Ｃｈｅｃｋ），改善（Ａｃｔｉｏｎ）のサイクルをＰＤＣＡ

サイクルと呼んでいます。 

地域における日本語教育では，外国人の数や状況，ニーズを把握し，それに合わ

せた日本語教育プログラムの実践が重要になりますが，常に状況やニーズは変わり

続けます。それに合わせて，日本語教育プログラムがうまく変わり続けるためにも，

ＰＤＣＡサイクルを確立することが期待されます。 
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３ 「生活者としての外国人」に対する日本語教育の目的・目標 
 

日本では日本語が主たるコミュニケーション手段となっていることから，「生活者

としての外国人」には，生活場面と密着したコミュニケーション活動を可能とする日

本語能力を獲得することが求められます。 

 

日本語教育小委員会では「生活者としての外国人」に対する日本語教育の目的・目

標を以下のように設定しています。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

  
 

 
 
 
５点セット（カリキュラム案，ガイドブック，教材例集，能力評価，指導力評価）

は全て，上の目的・目標に沿って作成されています。また，必ずしも全てそのまま使

うのではなく，必要な部分を選び出し，さらに工夫を加えるなど，地域の状況に合わ

せて活用してください。 

 
9 ページからは，それぞれの冊子について見ていきましょう。 

 

 

 

 
 
 
 

「生活者としての外国人」に対する日本語教育の目的・目標 

言語・文化の相互尊重を前提としながら，「生活者としての外国人」が日本語で

意思疎通を図り，生活できるようになること 

目 的 

○ 日本語を使って，健康かつ安全に生活を送ることができるようにすること 

○ 日本語を使って，自立した生活を送ることができるようにすること 

○ 日本語を使って，相互理解を図り，社会の一員として生活を送ることができ

るようにすること 

○ 日本語を使って，文化的な生活を送ることができるようにすること 

目 標 
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＜コラム③＞ 「生活者としての外国人」と日本語学習 
 

「生活者としての外国人」は，まとまった学習時間を確保することや毎回，日本

語教室に通うことが難しいという人が少なくありません。 

「今日は残業で行けません」，「子供が熱を出したので参加できません」といった

ことはよく起こります。「生活者としての外国人」だからこそ，毎回来られるとは限

りませんし，家で予習・復習などの日本語学習の時間が取れるとは限りません。一

度，二度と休んでも，教室活動についていけるように，１回完結型のプログラムを

組んだり，通訳や協力者を配置したりするといった工夫が求められるところです。

正にコーディネーター，指導者の腕の見せ所ですね。 
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＜コラム②＞ 「生活者としての外国人」ってだ～れ？ 

 

そもそも「生活者としての外国人」という言葉は「外国人労働者問題関係省庁

連絡会議」（事務局は内閣官房）で平成 18 年の春ごろから使われ出しました。そ

の会議での検討結果は「「生活者としての外国人」に関する総合的対応策」（平成

18 年 12 月）としてまとめられています。 

「生活者としての外国人」は日本に居住する外国人の生活の側面に焦点を当て

る言葉であり，日本語教育小委員会では「「生活者としての外国人」とはだれもが

持っている「生活」という側面に着目して，わが国において日常的な生活を営む

すべての外国人を指すものである」としています。外国人も「地域で暮らす生活

者」であり，住民であるということを示す言葉です。 

なお，文化庁では，生活に関する日本語学習の支援を行うため，平成 19 年度か

ら「生活者としての外国人」のための日本語教育事業などを行っています。 



 

 
 
 

 

 

 
 
 
 

 
 
   
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

【グローバル化】  

・グローバル化が進展し，人の国際的な移動も活発化 
・日本に在住する外国人数の増加 
・日本国内の日本語学習者数の増加 

    
 

【目的に対応した日本語教育の必要性】 

 ・生活上の基盤を形成する上で必要となる日本語教育（「生活者としての外国人」

に対する日本語教育）の内容・方法が十分に確立されておらず，開発が必要。 

カリキュラム案 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 

指導力評価 

作成：平成 22 年 5 月 19 日 
作成：平成 25 年 2 月 18 日 

～背景・課題～ 

5 点セットを作成！ 

仕事や研究…ではなく，生

活の部分に対する日本語

教育について検討。 

◎教室活動で取り上げる内容

を考える材料の提示 

◎実践の振り返り・点検・改

善から，実践者のコミュニ

ティの形成へ 

能力記述 
生活上の行為の事例の一覧（多言語） 

 

言語・文化の相互尊重を前提

としながら，「生活者としての

外国人」が日本語で意思疎通

を図り，生活できるようにな

ること 

【目的】 

 

日本語を使って 

 

○健康かつ安全に生活を送る 

○自立した生活を送る 

○相互理解を図り，社会の一

員として生活を送る 

○文化的な生活を送る 

 

ことができるようにすること 

【目標】 

指 導 者 に つ い て 教 室 活 動    

 

教室活動のデザインと参加 

（p.17～18 参照） 
（p.9～10 参照） 

【内容】 

「生活者としての外国人」

に対する日本語教育の内容と

して 
 

○来日間もない外国人が生

活上の基盤を形成する上

で必要であると思われる

生活上の行為 
○生活上の行為の学習項目

の要素（能力記述，場面，

やり取りの例，機能，文

法，４技能に関する情報） 
 

などを掲載しています。 

【内容】 

 日本語教育プログラムの実践

をＰＤＣＡサイクルの観点から

振り返るための資料として 
 

○指導力評価項目一覧（実際

にはそれぞれの現場の状

況や指導者の状況に応じ

て，必要な項目のみ選択し

て活用） 
○日本語教育プログラムの

実践や研修受講の記録の

様式 
○研修のプログラム例 

 

などを掲載しています。 
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「生活者としての外国人」に対する日本語教育の内容・方法



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
  
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

 

 
 

 

ガイドブック  
 
 

 

 

 

教材例集 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

能力評価 

作成：平成 23 年 1 月 25 日 作成：平成 24 年 1 月 31 日 作成：平成 24 年 1 月 31 日 

日本語教育小委員会において， 
 

＜どんな人に活用していただきたい？＞ 

・一義的には各都道府県，市区町村における日本語教育担当者及びコーディネー 

ター的役割を果たす人 
 

＜どんな人に対応するために？＞ 

・「生活者としての外国人」（全ての外国人の生活の側面） 
 

＜何をするのか＞ 

・生活上の基盤を形成する上で必要な日本語教育を行う際の内容・方法                 

～検討・提示～ 

ほかにも事業の企画や，教室

活動の際にも使用したり，参

考としたりしてください。 

指導者について，学習者について，指導者と学習者が出会

う教室活動の内容や方法についてまとめています。 

について検討 

◎行動・体験中心の教材の例

 

◎カリキュラム案の内容を地

域や外国人の状況に合わせ

るときのポイントの解説 

◎振り返りの方法とポートフ

ォリオの提示～やったこと

を確認して記録する 

生活上の行為の事例の一覧（多言語） 

能力記述（詳細版） 能力記述（詳細版） 生活上の行為の事例の一覧（多言語） 

学 習 者 に つ い て の 内 容 に つ い て 

行動・体験中心の教室活動への参加に

よる日本語学習，相互理解 
 

参加 

（p.11～12 参照） 
（p.13～14 参照） 

（p.15～16 参照） 

【内容】 

カリキュラム案の内容を地域

や外国人の状況に合わせて実施

するときのポイントとして 
 

○カリキュラム案における

言語・言語習得の考え方 
○カリキュラム案の活用及び

指導方法に関するポイント 
○日本語教育プログラムの

作成手順 
○活動方法の例の具体的内容 

 

を掲載しています。 
  

【内容】 

 カリキュラム案で取り上げ

ている生活上の行為を取り上

げ，行動・体験中心の教室活

動で用いる教材を例示してい

ます（教室活動の展開や工夫

の仕方を説明した指導ノート

付き）。 
 

※教材例集は文化庁ＷＥＢサ

イトからダウンロードし編集

して使用することができま

す。 

【内容】 

 学習者の自己評価に加え

て，日本語能力を把握する方

法と，学習成果を記録し蓄積

するファイルである日本語学

習ポートフォリオを提示して

います。 
 
※能力評価は日本語教育プロ

グラムの一環として行うもの

です。 

「「「生活者としての外国人」に対する日本語教育の内容・方法 ５点セットの全体像について 
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４ それぞれの冊子の説明 

４．１ カリキュラム案 

①内容 
～教室活動で取り上げる内容を考える材料の提示～ 

「生活者としての外国人」に対する日本語教育の内容を示しています。具体的に

は，「来日間もない外国人が生活上の基盤を形成するために必要であると思われる

もの」として，「生活者としての外国人」が日本語で行うことが期待される「生活

上の行為の事例」（p.12～13）と「生活上の行為の事例に対応する学習項目の要素

（能力記述，場面，やり取りの例，機能，文法，語彙，４技能：p.14～93）」，「生

活上の行為を行う上で必要となる社会・文化的情報（地震や台風，電気・ガス・水

道の使用開始に関する手続きなどの情報：p.94～98）」を取り上げています。 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カリキュラム案で扱う生活上の行為 

Ⅰ 健康・安全に暮らす 

０１ 健康を保つ 

（０１）医療機関で治療を受ける 

（０２）薬を利用する 

（０３）健康に気を付ける 

０２ 安全を守る 

（０４）事故に備え，対応する 

（０５）災害に備え，対応する 

Ⅱ 住居を確保・維持する 

０３ 住居を確保する 

（０６）住居を確保する 

０４ 住環境を整える 

（０７）住居を管理する 

Ⅲ 消費活動を行う 

０５ 物品購入・サービスを利用する 

（０８）物品購入・サービスを利用する 

０６ お金を管理する 

（０９）金融機関を利用する 

Ⅳ 目的地に移動する 

０７ 公共交通機関を利用する 

（１０）電車，バス，飛行機，船等を利用する 

（１１）タクシーを利用する 

０８ 自力で移動する 

（１２）徒歩で移動する 

 

Ⅶ 人とかかわる 

１４ 他者との関係を円滑にする 

（３１）人と付き合う 

Ⅷ 社会の一員となる 

１５ 地域・社会のルール・マナーを守る 

（３３）住民としての手続をする 

（３４）住民としてのマナーを守る 

１６ 地域社会に参加する 

（３５）地域社会に参加する 

Ⅸ 自身を豊かにする 

２０ 余暇を楽しむ 

（４４）余暇を楽しむ 

Ⅹ 情報を収集・発信する 

２１ 通信する 

（４５）郵便・宅配便を利用する 

（４６）インターネットを利用する 

（４７）電話・ファクシミリを利用する 

 ２２ マスメディアを利用する 

  （４８）マスメディア等を利用する 
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※カリキュラム案（p.12～13）に，さらに具体

的な生活上の行為の事例を掲載しています。 



 

また，カリキュ 
ラム案に基づく教

室活動の展開の例

として，「標準的な

カリキュラム案の

活用例（実践例） 
（p.100～107）」と，

教室活動で用いる 

ことができる「教室活動の方法の例（p.110～112）」を提示しています。 
 

②対象 
各都道府県，市区町村における日本語教

育担当者等，各地域において日本語教育の

コーディネーター的役割を果たす人に活用

されることを想定しています。 
そのほかにも，各都道府県，市区町村に

おいて，日本語教育施策や事業の企画を行

う人や，教室活動を行う人などに利用され

ることを想定しています。 
 

③活用の仕方 
  目の前の学習者に何が必要か，何ができるようになりたいか…。「生活上の行為の

事例」や「生活上の行為の事例に対応する学習項目の要素」を参考に日本語教育プ

ログラムを作成してください。 

そのとき，「生活上の行為の事例」を全て取り上げないといけないわけではあり

ません。また，カリキュラム案に載っているままの形で使わなければいけないわけ

ではありません。 

目の前の学習者がそれぞれの地域で生活していく上で，必要なものを選び出し，

工夫を加えてください。 

また，既に日本語教育プログラムを作成している場合は，カリキュラム案を参考

に，その日本語教育プログラムが「生活者としての外国人」に対する日本語教育に

沿ったものになっているかどうか，是非，一度振り返ってみてください。 
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○活用例（実践例） 

○生活上の行為の事例に対応する 

学習項目の要素 
 

…こんな形で一覧になってます。 

 



 

４．２ ガイドブック 

①内容 
～カリキュラム案の内容を地域や外国人の状況に合わせる時のポイントの解説～ 

カリキュラム案で取り上げている内容は「来日間もない外国人が生活上の基盤

を形成するために必要であると思われるもの」ですが，特に地域の状況や外国人

の来日の目的などの多様性を反映しているものではありません。 

 

そのため，それぞれの地域で日本語教育プログラムを作成する際に，地域や外

国人の状況に応じた工夫を加えることが必要になります。ガイドブックでは，カ

リキュラム案で示した日本語教育の内容にどのように工夫し，日本語教育プログ

ラムを作成すればよいかということについて説明しています。 

 

     

 

 

 

※ ガイドブック（p.7）に，さらに具体的な作成手順を掲載しています。 

 

１．域内の外国人の
状況・ニーズ，地域の

リソース等の把握

２．日本語教室の目的
や設置場所等について

の検討

３．具体的な日本
語教育プログラム

の作成

プログラムの
見直し

各地域の実情に応じた
日本語教育の実施

相互作用 

（１）対象とする学習者の属性や数の把握  
（２）生活課題の把握  
（３）地域のリソースの把握  
 

（１）日本語教室の目的を

設定  
（２）学習者のニーズ，地

域のリソースに基づい

た教室の設置  

（１）学習内容について検討  
（２）学習順序について検討  
（３）学習時間について検討  
（４）指導者・協力者につい

て検討  
（５）教室活動について検討  

日本語教育プログラムの作成手順 ※簡略版 
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   ガイドブックでは，カリキュラム案に

おける言語・言語習得の考え方について

（ガイドブック p.2～3）のほか，カリキ

ュラム案の活用及び指導方法に関するポ

イント（ガイドブック p.4），「日本語教

育プログラムの作成手順」（ガイドブック

p.7～14）で地域や外国人の状況に合わせ

てどのように工夫をすればよいかを説明

しています。 

また，その作成手順に基づき，日系人就労者のＡさん，国際結婚で来日したＢ

さん，技能実習生のＣさんに対する日本語教育プログラムの例を示しています

（ガイドブック p.15～36）。 

さらに，行動・体験中心の活動を行

う際の参考として，活動方法の例の具

体的内容（ガイドブック p.37～52）を

示しています。  

最後に，学習者に合わせた日本語教

育を行うためには，学習者のニーズを

把握することが欠かせませんが，何が

できるようになりたいか，何を勉強し

たいかということを把握するための資料として生活上の行為の事例の多言語版

（中国語，英語，韓国・朝鮮語，ポルトガル語，スペイン語）を掲載しています

（ガイドブック p.53～65）。また，ホームページには 23 言語を掲載しています。 

http://www.bunka.go.jp/seisaku/kokugo_nihongo/kyoiku/nihongo_curriculum/index_2.html 
 
②対象 
 各都道府県，市区町村における日本語教育担当者等，各地域において日本語教

育のコーディネーターとしての役割を果たす人に活用されることを想定してい

ます。そのほかにも，各都道府県，市区町村において，日本語教育施策や事業の

企画を行う人や，教室活動を行う人などに利用されることを想定しています。 
 

③活用の仕方 
  カリキュラム案，教材例を活用するときの手順やポイントを確認し，是非，一

度，各地域のオリジナル日本語教育プログラムを作成してみてください。 

カリキュラム案の活用及び指導方

法に関するポイント 
 
●地域・学習者に応じた教育内容の

選択と工夫 
●行動・体験中心の活動 
●専門家・地域住民との協働 
●対話による相互理解の促進 
 
※ガイドブック（p.4）に詳細があります。 
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カリキュラム案の活用及び指導

方法に関するポイント 

生活上の行為の事例 ～ 多言語版 



 

４．３ 教材例集 

①内容 
～行動・体験中心の教材の例示～ 

教材例集では，以下の生活上の行為について，行動・体験中心の教室活動で用い

る教材の例を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②対象 
各都道府県，市区町村における日本語教育担当者等，各地域において日本語教育

のコーディネーター的役割を果たす人に活用されることを想定しています。そのほ

かにも，各都道府県，市区町村において，日本語教育施策や事業の企画を行う人や，

教室活動を行う人などに利用されることを想定しています。 

Ⅰ 健康・安全に暮らす 

０１ 健康を保つ 

（０１）医療機関で治療を受ける 

（０２）薬を利用する 

（０３）健康に気を付ける 

０２ 安全を守る 

（０４）事故に備え，対応する 

（０５）災害に備え，対応する（地震） 

（０５）災害に備え，対応する（火事） 

Ⅱ 住居を確保・維持する 

０４ 住環境を整える 

（０７）住居を管理する 

Ⅲ 消費活動を行う 

０５ 物品購入・サービスを利用する 

（０８）物品購入・サービスを利用する 

０６ お金を管理する 

（０９）金融機関を利用する 

Ⅳ 目的地に移動する 

０７ 公共交通機関を利用する 

（１０）電車，バス，飛行機，船等を利用する 

（１１）タクシーを利用する 

０８ 自力で移動する 

（１２）徒歩で移動する 

 

Ⅶ 人とかかわる 

１４ 他者との関係を円滑にする 

（３１）人と付き合う 

Ⅷ 社会の一員となる 

１５ 地域・社会のルール・マナーを守る 

（３３）住民としての手続をする 

（３４）住民としてのマナーを守る 

１６ 地域社会に参加する 

（３５）地域社会に参加する 

Ⅸ 自身を豊かにする 

２０ 余暇を楽しむ 

（４４）余暇を楽しむ 

Ⅹ 情報を収集・発信する 

２１ 通信する 

（４５）郵便・宅配便を利用する 

（４６）インターネットを利用する 

（４７）電話・ファクシミリを利用する 
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教材例集で取り上げている生活上の行為 



 

 

③活用の仕方 
 それぞれの教材例は「写真・イラストシー

ト」，「活動シート」，「ことば・表現シート」，

「別表・参考資料」から構成されており，文化

庁ＷＥＢサイトからダウンロードし，編集する

ことができます。地域の状況に合わせて，写真

やイラストを変えたり，表現や単語を変えたり

して，地域の状況や学習者のニーズ，レベルに合わせた教材を作成してください。

また，適宜，他の教材や資料を組み合わせるなどして教室活動を展開してください。 

● 写真・イラストシート

…各ユニットで取り上げる生活
上の行為や達成目標をイメージ
するための写真・イラスト。

■ 活動シート

…生活上の行為ができるようになる
ためのタスクなど。

（※学習者に合わせて形や内容を変える
ことが必要。言葉をどれだけ覚えたかで
はなく「生活上の行為ができるようにな
るか」が重要。）

◆ ことば・表現シート

…生活上の行為を行う上で役に立
つ表現。

（※学習者に合わせて取り上げること
ば・表現の内容や量を変えることが必
要。掲載しているものを全て教室活動
で取り上げたり，教えなければならな
いわけではない。）

★ 別表，参考資料等

…発展的な活動，学習者に合わせた

教室活動を行うための素材。

指導ノート 
カリキュラム案，

ガイドブックを

踏まえた日本語

教育プログラム

の設定，教室活動

の展開の説明。 

体験・行動 

する 

発展的な 

活動 

※ ●，■，◆，★について，各教材例の対応するシートに同じ印を付けています。 
※ 「ことば・表現を知る」，「発展的な活動」の点線は教材例によっては，対応するシートがない

ことを意味します。 

各教材例の構成の図 

ことば・表現 

を知る 

イメージを 

つかむ 
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教材例集 ～例えば…買い物のところ～ 



 

４．４ 能力評価 
①内容 
～振り返りの方法とポートフォリオの提示 やったことを確認して記録する～ 

学習者の自己評価に加えて，日本語能力を把握する方法と，学習成果を記録し蓄

積するファイルである日本語学習ポートフォリオを示しています。 

日本語能力を把握する方法についてはロールプレイにより，日本語を用いて生活

上の行為がどの程度できるかということを以下の水準により判定することとして

います。 

      「生活上の行為」がどの程度達成できたかを評価する４水準 

よくできた 学習者が,その場面で期待される最低限の目的以上のことを，日本語母

語話者等周りの人からの特別な援助や配慮なしで達成できる状態 

できた その場面で期待される最低限の目的が，日本語母語話者等周りの人か

らの特別な援助や配慮がなくても達成できる状態 

なんとかできた その場面で期待される最低限の目的が，日本語母語話者等周りの人か

らの特別な援助や配慮（ゆっくり繰り返す，別の言葉で言い換える，

相手の発話を辛抱強く待つ，相手の言いたいことを推測して確かめる，

一部で相手の母語を使って説明する，など）を受けることでどうにか

達成できる状態 

もう一息 意思疎通がうまく成立しない，またはその場面で期待される最低限の

目的も達成できたとはいえない状態 

     （能力評価 p.41） 

   自己評価やロールプレイの結果，さらに日

常生活の中でどのように日本語を使ってい

るか，どのような日本語を学んだかというこ

とを記録するファイルとして日本語学習ポ

ートフォリオを提示しています。 

 

②対象 
基本的には指導者との話し合いや協力者

の協力を得たりしながらも，学習者が活用す

ることを想定しています。 
 

③活用の仕方 
基本的には，学習者が自分にできるようになったことを確認したり，これから

の日本語学習の目標や計画を立てる際に活用したりすることを想定しています。

そのほかにも指導者が学習者と一緒に日本語学習の目標や計画を立てたり，教室

活動を考えたりする際，学習者が日本語でできることを協力者が確認したりする

際に活用することを想定しています。 
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ポートフォリオ 
～生活上の行為の事例のリスト～ 



 

なお，ここでの能力評価は，日本語教育プログラムの一環として行われるもの

です。例えば，教室活動で学んだことが，「よくできた」「できた」という評価を

得られれば，学習者は達成感を感じるだけでなく，その達成感が継続的な日本語

学習の意欲につながると考えられます。 

また，「なんとかできた」という評価の場合は，コミュニケーションを達成さ

せるために，どのような配慮が必要だったかということを振り返ることで，学習

課題として残っていることを知ることができます。また，教室活動を離れて，今，

学習者が一人でその生活上の行為を行うためには，本人にどのような準備が必要

なのか，周りのどのような手助けが必要なのかについて考える材料になります。 

「もう一息」は，その生活上の行為が学習者にとって優先順位が高いものであ

れば，再度日本語教育プログラムの中に組み込まれるべきものであることになり

ます。 

   また，日本語学習ポートフォリオによる記録をうまく活用することで指導者間

での引き継ぎが可能となります。学習者が教室を移動しても，継続的に日本語を

学べることが期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習者 

記録 

振り返り 

参照 指導 

引継ぎ 

参照 
指導 

参照 支援 

日本語学習ポートフォリオと学習者・周囲の関係 

協力者 

（家族や地域住民） 

日本語学習 

ポートフォリオ 

１． 生活上の行為 

達成の記録 

２．学習の記録 

３．社会生活の記録 

他の支援団体 指導者 A 指導者 A’ 
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４．５ 指導力評価 

①内容 
～実践の振り返り・点検・改善から，実践者のコミュニティの形成へ～  

日本語教育プログラムの実践をＰＤＣＡサイクルから振り返るためのものです。 

 

 

Ｐｌａｎ－Ｄｏ－Ｃｈｅｃｋ－Ａｃｔｉｏｎの別 

 指導力評価項目 
 

Ｐｌａｎ（企画） 

 Ⅰ 地域や外国人の状況の把握 

 １．地域の外国人の状況の把握 

２．地域のリソース等の把握 

Ⅱ 日本語教室の目的の設定・日本語教室の設置 

 ３．日本語教室の目的の設定 

４．日本語教室の設置 

Ⅲ 具体的な日本語教育プログラムの作成 

 ５．学習内容の検討 

６．学習順序の検討 

７．学習時間の検討 

８．指導者・協力者の検討 

９．教室活動の検討 
 

Ｄｏ（実施） 

 Ⅳ 各地域の実情に応じた日本語教育の実施 

 １０．日本語教室の運営 

１１．カリキュラム案の理念に沿った日本語教育の実施 

１２．教室活動の記録・振り返り 
 

Ｃｈｅｃｋ（点検） 

 Ⅴ 日本語教育プログラムの点検 

 １３．日本語教育プログラムの状況の分析・課題の把握 
 

Ａｃｔｉｏｎ（改善） 

 

 

Ⅵ 日本語教育プログラムの改善 

 １４．日本語教育プログラムの改善計画の作成・改善の実施 

指導力評価項目一覧（簡略版） ※詳細は指導力評価（p.22～29）を見てください。 
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 また，実践を振り返るチェックシートのほかに，日本語教育プログラムの実践や

研修受講の記録の様式，研修のプログラム例を記載しています。 

 

②対象 
行政や地域の関係機関との連携の下，日本語教育プログラムの実践に携わるコー

ディネーター，そして指導者を主な利用者として想定しています。 
 

③活用の仕方 
  指導力評価項目一覧はＰｌａｎ－Ｄｏ－ 

Ｃｈｅｃｋ－Ａｃｔｉｏｎの四つの段階から

構成されており，全部で 113 項目ありますが，

全ての人に全ての項目が必要なわけではあり

ません。日本語教室におけるそれぞれの役割

に合わせて必要な項目を選択し，指導力評価

に関する自分用のチェックシートを作成して

ください。 
参考として，指導者を始めて３か月のＡさ

ん，３年のＢさん，コーディネーターを始め

て３か月のＣさん，３年のＤさんを例として

取り上げ，どのようなチェックシートを作ればよいかということを示しています

（指導力評価 p.30～39）。 
また，一人でじっくりと自分の実践を振り返る

時間も大事ですが，チェックシートや研修受講の

記録を見せ合い，お互いに気付いたことについて

意見交換をしたり，指導力の向上の役に立ったこ

とについて情報交換したりすることも有益です。 
 さらに，個々人の指導力の向上だけでなく，日

本語教育プログラムの点検や改善にも役立ててく

ださい。 
 指導力評価に関する項目一覧は文化庁 WEB サ

イトからダウンロードして，パソコン上で加工し，

記録をすることができるようになっています。 
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研修のプログラムの例 

チェックシートの例 



 

５ こんな形で使ってください 

 

 ここでは地域における日本語教育について，実際に教室を立ち上げる際，教室を見

直す際，教材を作成する際，人材を育成する際，地域とつながる際に５点セットがど

のように活用できるか，見ていきましょう。 

  

 

 

「Ⅰ．地域や外国人の状況の把握」をしよう 

   

 地域の状況（地域における外国人の増減とその理由等），

域内の外国人の状況（生活課題等の個別の状況等）につい

て把握することが必要です。情報収集の方法について，外国人本人にアンケート

やインタビューを行うだけでなく，行政関係機関や地域住民等と幅広く継続的に

情報交換を行うことが地域の状況・外国人の状況の適切な把握につながります。 

 

こんなとき… ここを使ってみてください。 

日本語学習のニーズを

知ろう 

「生活上の行為の事例一覧（多言語版）」を使って，でき

るようになりたいこと，勉強したいことを聞いてみよう 

 ⇒ ガイドブック（p.53～65） 

 

日本語学習ポートフォリオの「学習の記録」や「社会生

活の記録」を使って，普段，日本語をどうやって使って

いるか聞いてみよう 

 ⇒ 能力評価（p.65～80） 

 

 

「Ⅱ．日本語教室の目的の設定・日本語教室の設置」をしよう 

   域内の外国人の状況・ニーズ，地域のリソース等を基に，外国人の社会参加・

エンパワーメントにつながるように日本語教室の目的を設定することが必要で

す。また，時間や場所は学習者の通いやすいものとする必要がありますが，その

際，行政だけでなく，例えば学校や企業等，外国人に関わりのある機関・団体の

協力を得ることが円滑な教室運営につながります。 

５．１ 日本語教室を立ち上げよう！ 
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こんなとき… ここを使ってみてください。 

日本語教室の目的を設

定しよう 

ガイドブックの「日本語教育プログラムの具体例」を

参考にして，どのような人にどのような日本語教室が

必要か，確認しよう 

 ⇒ ガイドブック（p.15～35） 

 

指導力評価の「指導力評価項目一覧（詳細版）」の「Ⅱ 

日本語教室の目的の設定・日本語教室の設置」の欄を

見て，どのようなことを検討すればいいのか確認しよ

う 

 ⇒ 指導力評価（p.24） 

 

 

 

「Ⅲ．具体的な日本語教育プログラムの作成」をしよう 

   日本語教育のプログラムを作成する際，外国人の生活課題を解決し，社会参加・

エンパワーメントにつながるものにすることが基本です。具体的には生活課題の

解決につながるような生活上の行為を優先度が高いものから順に並べます。また，

カリキュラム案で示している生活上の行為は地域性に対応したものではないの

で，それぞれの地域や外国人の状況に応じて工夫を加えることが必要です。 

   日本語教育プログラムにおける時間配分は，学習者による個人差に留意するこ

とが必要です。また，日本語教室では指導者やコーディネーターだけでなく，広

く地域住民の参加・協力を得ることが有効です。教室活動により，学習者と地域

住民との接点を作り，外国人が地域社会で暮らす際のネットワークの構築・社会

参加につなげていくことが期待されます。 

   「生活者としての外国人」に対する日本語教育では，必要に応じて，教室外で

の行動・体験中心の活動も積極的に行うことが言語学習の促進につながります。

その際，各日本語教室の体制や取り扱う生活上の行為に合わせて行動・体験中心

の活動を適切に組み合わせて実施することが重要です。 

   

 

 

 

-20- 



 

こんなとき… ここを使ってみてください。 

教室活動で取り上げる

内容を考えよう 

 

 

 

 

「能力記述の一覧」を見て，生活上の行為ができるよ

うになるために必要な能力記述を確認しよう 

 ⇒ 能力評価（p.24～39） 

 

「生活上の行為の事例に対応する学習項目の要素」を

見て，生活上の行為を決めよう 

 ⇒ カリキュラム案（p.14～93） 

 

教材例集を見て，学習者のニーズに合わせて写真やイ

ラスト，表現を変えよう 

 ⇒ 教材例集のそれぞれの教材 

 

教室活動の流れを考え

よう 

「カリキュラム案の活用例（実践例）」を参考にしよ

う 

 ⇒ カリキュラム案（p.99～107） 

 

「教室活動の展開例」を見てみよう 

 ⇒ ガイドブック（p.21，p.27～28, p.35） 

 

教室活動の具体的な方

法を考えよう 

「活動方法の例の具体的内容」を見てみよう 

 ⇒ ガイドブック（p.37～52） 

 

教室活動の準備が十分

か確認しよう 

「指導力評価項目一覧（詳細版）」の「Ⅲ 具体的な

日本語教育プログラムの作成」の中から必要な項目を

選んで，作業を確認しよう 

 ⇒ 指導力評価（p.25） 
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＜コラム⑤＞ 行動・体験中心の教室活動 
 

外国語を勉強していて「知っているけど，いつ使うか分からない」，「知っている

けど，うまく使えない」なんてことはありませんか。 

生活上の行為を行えるようになるということは，その生活上の行為が行われる場

面に関係する言語・社会・文化的な知識を使って行動できるようになるということ

です。実際に日常生活で出会うであろうと思われる場面や課題（タスク）を教室活

動に持ち込み，あるいは教室を出て実際に地域社会に飛び出し，行動・体験中心の

活動を組んでみてください。 

実際に「行ってみる」，「やってみる」，「（地域の人や知りたいことの専門家を教

室に）呼んでみる」，「まねてみる」，「見てみる」ことにより，教室活動の可能性は

大きく広がり，ダイナミックなやり取りが展開されます。 

そのときに，「（パンフレットや資料などを）取っておく」，「（写真などを）撮っ

ておく」，「（その場で起こったやり取りや気になったことをメモに）書いておく」

と，後で行動・体験したことを振り返って，内容を確認したり，話を広げたりする

ことができます。 

さらに，それらの内容を文章にしたり，発表資料にまとめたり，「○○マップ」

にして共有するなど，成果物を作ると，もっと教室活動が広がると同時に，地域と

のつながりが目に見えていきます。 

＜コラム④＞ 地域における日本語教育の多様な学び 
 

地域における日本語教育で，教室に参加する外国人の母語や言語学習経験や来日

の目的は多様です。そのため，一律に教えることは難しく，教室活動では学習者の主

体性を重視する必要があります。また，主体的かつ自律的な態度が日本語学習に対す

る関心と日本語力を高めることにつながり，学習者自ら日々の生活を通じて学び続け

ることへとつながっていきます。 

 その際，教室を離れても主体的かつ自律的に日本語学習が続けられるという自信を

持ってもらうことが大切です。そのため，日本語学習が外国人にとって地域社会で生

きていくための基盤となるように，教室活動においても地域住民との協働活動をでき

る限り取り入れ，教室活動が日常生活における対等な人間関係，さらにはネットワー

クの構築につながっていくよう工夫することが必要です。 

 そもそも，「生活者としての外国人」は日本語を学習するために日本に来たわけで

はない人がほとんどです。「とにかく，日本語」…ではなく，日本語を勉強してどう

なりたいのか，何ができるようになりたいのか，日本語学習の先にあることを知るこ

とが重要です。 



 

 

 

「Ⅴ．日本語教育プログラムの点検」をしよう 

実施している日本語教育プログラムが外国人のニーズにあったものになっている

か，効果を上げているかを指導力評価の「Check」の部分を使って一度，振り返って

みましょう。記録を取ること，また，実践を複数の参加者の視点から振り返ることに

より，より多様性に対応できる日本語教育プログラムを作成することができます。ま

た，振り返った結果から成果と課題を整理すること，第三者にも伝えられるように成

果と課題をまとめておくことが大切です。 

 

こんなとき… ここを使ってみてください。 

日本語教室を振り返ろ

う 

「指導力評価項目一覧（詳細版）」の「Ⅴ 日本語教

育プログラムの点検」から必要な項目を選んで，作業

を確認しよう 

 ⇒ 指導力評価（p.28～29） 

 

 

「Ⅵ．日本語教育プログラムの改善」をしよう 

日本語教育プログラムの点検をして確認されたことについて，成果についてはより

良い方策があるかどうか，課題については具体的に改善に向けた方策について検討し

ましょう。また，課題について改善策がなかなか出てこないときは，点検の際にまと

めた成果と課題を周りと共有してみましょう。情報を共有し，意見を求めることで，

協力者を得ることが出来たり，解決策が出てくることがあります。 

 

こんなとき… ここを使ってみてください。 

日本語教室の改善策を

考えよう 

「指導力評価項目一覧（詳細版）」の「Ⅴ 日本語教

育プログラムの改善」から必要な項目を選んで，作業

を確認しよう 

 ⇒ 指導力評価（p.29） 

 

成果と課題について，意見を聞いてみよう 

 ⇒ 指導力評価（p.40～41） 

 

５．２ 日本語教室を見直そう！ 
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「Ⅲ．具体的な日本語教育プログラムの作成」をして，教材を作ろう 

   日本語教育プログラムで使う教材を作ってみよう。 

 

こんなとき… ここを使ってみてください。 

教材で取り上げる内容

を考えよう 

 

 

 

 

「生活上の行為の事例の一覧」，「能力記述の一覧」を

見て，どのような内容を取り上げるか考えよう 

 ⇒ 能力評価（p.20～39） 

 

「生活上の行為の事例に対応する学習項目の要素」，

「社会・文化的情報」を見て，取り上げる内容の 

イメージをふくらまそう 

 ⇒ カリキュラム案（p.14～93，p.94～98） 

 

写真やパンフレットなどを盛り込んで地域の人を巻

き込もう 

 ⇒ 教材例集のそれぞれの教材 

 

教育活動を振り返っ

て，作成した教材が役

立ったかどうか確認し

よう 

「指導力評価項目一覧（詳細版）」の「Ⅴ 日本語教

育プログラムの点検」を基に，教材を使った活動がう

まくいったかどうか，みんなで振り返ろう 

 ⇒ 指導力評価（p.28～29） 

 

「学習の記録」を使って，教材を使って学習したこと

を確認しよう 

 ⇒ 能力評価（p.65～77） 

 

「生活上の行為達成の記録」を使って，実際に学習者

のためになったか，学習者と確認しよう 

 ⇒ 能力評価（p.54～64） 

 

 

５．３ 教材を作ろう！ 
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「ロールプレイタスク例」を参考にして，実際にロー

ルプレイタスクをして，「生活上の行為」ができるよ

うになったかどうか確認しよう 

 ⇒ 能力評価（p.40～49） 

 

 

 

 

地域における日本語教育の中心になるのは人材です。持続的に活動をしていくため

にも，活動の質を上げていくためにも，人材を育成することは重要です。また，育成

の方法も，講演や研修だけではなく，有識者や経験者にアドバイザーなどの形で定期

的に関わることをお願いしたりすることも有効です。さらに，それぞれの指導者の学

びや成長のきっかけ，工夫などを共有し，学び合うコミュニティを育てることが，よ

り魅力的な日本語教室につながります。 

 

こんなとき… ここを使ってみてください。 

研修で新たにコーディ

ネーターと指導者を育

成しよう 

「研修のプログラムの例」を参考に研修プログラムを

作ろう 

 ⇒ 指導力評価（p.44～47） 

 

日々の活動を通して学

び合おう 

指導力評価のチェックシートをもと

に，指導者やコーディネーターとと

もに日々の活動について振り返ろう 

 ⇒ 指導力評価（p.30～39） 

 

指導力の向上の役に立

った情報を交換・共有

しよう 

「研修受講の記録について」を使って，指導力の向上

にプラスになった情報を交換・共有しよう 

 ⇒ 指導力評価（p.42～43） 

 

 

 

 

 

５．４ 人材を育成しよう！ 
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  「生活者としての外国人」のための日本語教育では，行動・体験中心の教室活動

が大事ですが，そのためにはいろいろな協力者が欠かせません。 

写真やパンフレット，チラシを提供してもらう，訪問させてもらう，インタビュー

の相手になってもらう，教室活動に参加してもらう，会話の相手になってもらう，

普段の仕事や取り組んでいることを話してもらう…など，その関わりは本当に多様

なものが考えられます。 

  ただし，その場合も，協力者にどのような関わりをしてもらいたいかといったこ

とをあらかじめ伝えたり，協力者に対して，教室活動をスムーズに行うために必要

と思われる資料や情報を事前に提供したり…といった工夫をすることが必要です。

出会い方・つながり方を上手にデザインすることが求められま

す。 

  結果，思いもしなかった方向に話が膨らみ，イベントのお誘

いを受けたり，場合によっては仕事を紹介してもらったり…と

いったこともあります。教室活動での出会い方・つながり方を

うまくデザインして，参加者の相互理解を深め，地域社会にうまくつなげましょう。 

 

こんなとき… ここを使ってみてください。 

協力者と一緒に教室運

営をしよう 

「指導力評価項目一覧（詳細版）」の関係者や協力者

に関する項目を基に，どのような協力や調整が必要か

確認しよう 

 ⇒ 指導力評価（p.24～29） 

 

協力者と一緒に教室活

動のデザインをしよう 

「活動方法の例の具体的内容」の「協力者」を参考に

して，地域の人を巻き込んだ教室活動をデザインしよ

う 

 ⇒ ガイドブック（p.37～52） 

 

協力者と一緒に教材を

作ろう 

教材例集を参考に，地域の写真やイラスト，パンフレ

ットやチラシなどを盛り込んだ教材を作ろう 

 ⇒ 教材例集 

 

５．５ 地域とつながろう！ 
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６ 地域における日本語教育の体制整備に向けて 
 

地域における日本語教育について，学習者は多様なニーズを持っているため，一つ

の日本語教室，一つの団体で全ての対応を行うのは困難です。行政，地域住民，日本

語教育の専門機関等が協力し合い，それぞれの役割分担を確認した上で，日本語教育

を実施することが必要です。 
 
その際，教室活動を地域に開くこと，例えば，地域住民

を教室に招き入れたり，また，逆に地域へ出かけていった

りすることは重要です。 
中でも，行動・体験中心の教室活動を通じて，学習者と

地域住民がどのようにコミュニケーションをするか，両者

の出会い・つながりをどのようにデザインするかというこ

とがポイントになります。 
 
うまく出会い・つながりができれば，外国人にとっては日本語を使う相手・場面・

場所が増えることになります。日本語での経験を積み上げていくと同時に，人とのつ

ながりを増やしていくことは地域で暮らしていく上で，とても大きな意味を持ちます。 
地域住民にとっては，学習者とのコミュニケーションを通して，外国人が顔の見え

る存在となるだけでなく，コミュニケーションを繰り返す中で，どのように話せば外

国人に話が伝わるか，どのようにコミュニケーションをすればよいのかということが

分かっていきます。 
さらに両方にとって，コミュニケーションが積み重ねられていく中で相互に理解が

深まり，人間関係も作られていきます。 
 
これは学習者と地域住民だけではなく，行政機関や学校，企業などとの間でも同じ

ことが言えます。コミュニケーションを積み重ねていく中で，つながりが生まれ，相

互の理解が深まりますが，こうしたつながりは社会関係資本（ソーシャルキャピタル：

social capital）と呼ばれており，外国人の社会参加にとって重要な資源となります。 
 
地域における日本語教育の体制整備として，こういった場が地域のあちこちで展開

され，学習者と地域住民のつながりが広くなるだけでなく，つながりが深くなってい

くことを期待しています。 
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＜コラム⑦＞ エンパワーメント 
 
人が自分の生まれ育った環境を離れ，外国へ移動する際，多かれ少なかれ，喪

失体験が付いて回ります。家族や親戚，親しい友人，御近所さん，慣れ親しんだ

生活環境や文化，仕事，自分を表現する方法や機会などと離れることになるから

です。また，これまでできていたことが自分一人でできなくなり，自分に対する

イメージが変わったり，自信を失ったりすることもあります。 
新たに社会に参入する「生活者としての外国人」にとって，日本語習得はそれ

自体が最終目標ではありません。 
獲得された意思疎通の手段により，人とつながること，言葉の壁によって発揮

できていなかった自分らしさや力を取り戻したり，発揮できたりするようになる

こと，そして社会の一員として自立し，社会生活のあらゆる領域に参画すること，

つまり「エンパワーメント」を実現することによって初めて目標に到達したと言

うことができます。そのことをしっかりと見据えて，地域における具体的なプロ

グラムを構築することが大切です。 

＜コラム⑥＞ 社会参加 
  

国境を越えて，人が移動し，さらに定住化の傾向が進む中，先進国を中心とす

る世界各国で文化的背景の多様な住民による共生社会構築のための取組が行われ

ています。日本でも言語・文化的背景の多様な住民が増加してきています。この

ような状況の中，日本社会・文化の伝統を大切にしつつも，各人が互いに異なる

文化や考え方を学び，尊重し合う社会を実現するため，言語・文化の多様性を尊

重する社会を作ることが必要です。 

 また，日本では，日本語が多文化共生のためのコミュニケーションの手段にも

なっています。この現実を踏まえ，言語・文化の相互尊重を前提としつつも外国

人の社会参加が促進されるように，多様な背景を持つ住民間の相互理解や共同参

画意識を向上させるための共通語としての日本語学習の促進を行うことが求めら

れています。 
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７ 実践のためのお助け早見表 

   ここでは，実践の際に，どういうときに５点セットのどこを使えばよいか，そ

の対応関係を示しています。言わば，「５ こんな形で使ってください」（p.19～

26）の総集編です。 

 

こんなとき… ここを使ってみよう！ 

日本語教室を立ち上げよう！ 

日本語学習のニーズを知ろう 「生活上の行為の事例一覧（多言語版）」を使っ

て，できるようになりたいこと，勉強したいこ

とを聞いてみよう 

 ⇒ ガイドブック（p.53～66） 

 

日本語学習ポートフォリオの「学習の記録」や

「社会生活の記録」を使って，普段，日本語を

どうやって使っているか聞いてみよう 

 ⇒ 能力評価（p.65～80） 

 

日本語教室の目的を設定しよう ガイドブックの「日本語教育プログラムの具体

例」を参考にして，どのような人にどのような

日本語教室が必要か，確認しよう 

 ⇒ ガイドブック（p.15～35） 

 

指導力評価の「指導力評価項目一覧（詳細版）」

の「Ⅱ 日本語教室の目的の設定・日本語教室

の設置」の欄を見て，どのようなことを検討す

ればいいのか確認しよう 

 ⇒ 指導力評価（p.24） 

 

教室活動で取り上げる内容を考

えよう 

 

 

「能力記述の一覧」を見て，生活上の行為がで

きるようになるために必要な能力記述を確認し

よう 

 ⇒ 能力評価（p.24～39） 
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こんなとき… ここを使ってみよう！ 

 「生活上の行為の事例に対応する学習項目の要

素」を見て，生活上の行為を決めよう 

 ⇒ カリキュラム案（p.14～93） 

 

教材例集を見て，学習者のニーズに合わせて写

真やイラスト，表現を変えよう 

 ⇒ 教材例集のそれぞれの教材 

 

教室活動の流れを考えよう 「カリキュラム案の活用例（実践例）」を参考に

しよう 

 ⇒ カリキュラム案（p.99～107） 
 

「教室活動の展開例」を見てみよう 

 ⇒ ガイドブック（p.21，p.27～28, p.35） 
 

教室活動の具体的な方法を考え

よう 

「活動方法の例の具体的内容」を見てみよう 

 ⇒ ガイドブック（p.37～52） 
 

教室活動の準備が十分か確認し

よう 

「指導力評価項目一覧（詳細版）」の「Ⅲ 具体

的な日本語教育プログラムの作成」の中から必

要な項目を選んで，作業を確認しよう 

 ⇒ 指導力評価（p.25） 
 

日本語教室を見直そう！ 

日本語教室を振り返ろう 「指導力評価項目一覧（詳細版）」の「Ⅴ 日本

語教育プログラムの点検」から必要な項目を選

んで，作業を確認しよう 

 ⇒ 指導力評価（p.28～29） 

 

日本語教室の改善策を考えよう 

 

 

 

「指導力評価項目一覧（詳細版）」の「Ⅴ 日本

語教育プログラムの改善」から必要な項目を選

んで，作業を確認しよう 

 ⇒ 指導力評価（p.29） 
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こんなとき… ここを使ってみよう！ 

 成果と課題について，意見を聞いてみよう 

 ⇒ 指導力評価（p.40～41） 
 

教材を作ろう！ 

教材で取り上げる内容を考えよ

う 

 

 

 

 

「生活上の行為の事例の一覧」，「能力記述の一

覧」を見て，どのような内容を取り上げるか考

えよう 

 ⇒ 能力評価（p.20～p.39） 
 

「生活上の行為の事例に対応する学習項目の要

素」，「社会・文化的情報」を見て，取り上げる

内容のイメージをふくらませよう 

 ⇒ カリキュラム案（p.14～93，p.94～98） 
 

写真やパンフレットなどを盛り込んで地域の人

を巻き込もう 

 ⇒ 教材例集のそれぞれの教材 
 

教師活動を振り返って，作成した

教材がよかったかどうか確認し

よう 

「指導力評価項目一覧（詳細版）」の「Ⅴ 日本

語教育プログラムの点検」を基に，教材を使っ

た活動がうまくいったかどうか，みんなで振り

返ろう 

 ⇒ 指導力評価（p.28～29） 
 

「学習の記録」を使って，教材を使って学習し

たことを確認しよう 

 ⇒ 能力評価（p.65～77） 
 

「生活上の行為達成の記録」を使って，実際に

学習者のためになったか，学習者と確認しよう 

 ⇒ 能力評価（p.54～64） 
 

「ロールプレイタスク例」を参考にして，実際

にロールプレイタスクをして，学習者の役に立

ったかどうか確認しよう 

 ⇒ 能力評価（p.40～49） 
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こんなとき… ここを使ってみよう！ 

人材を育成しよう！ 

研修で新たにコーディネーター

と指導者を育成しよう 

「研修のプログラムの例」を参考に研修プログ

ラムを作ろう 

 ⇒ 指導力評価（p.44～47） 

 

日々の活動を通して学び合おう 指導力評価のチェックシートをもとに，ともに

振り返ろう 

 ⇒ 指導力評価（p.30～39） 

 

指導力の向上の役に立った情報

を交換・共有しよう 

「研修受講の記録について」を使って，指導力

の向上にプラスになった情報を交換・共有しよ

う 

 ⇒ 指導力評価（p.42～43） 

 

地域とつながろう！ 

協力者と一緒に教室運営をしよ

う 

「指導力評価項目一覧（詳細版）」の関係者や協

力者に関する項目を基に，どのような協力や調

整が必要か確認しよう 

 ⇒ 指導力評価（p.24～p.29） 

 

協力者と一緒に教室活動のデザ

インをしよう 

「活動方法の例の具体的内容」の「協力者」を

参考にして，地域の人を巻き込んだ教室活動を

デザインしよう 

 ⇒ ガイドブック（p.37～52） 

 

協力者と一緒に教材を作ろう 教材例集を参考に，地域の写真やイラスト，パ

ンフレットやチラシなどを盛り込んだ教材を作

ろう 

 ⇒ 教材例集 
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８ Ｑ＆Ａ 

 

Ｑ１．カリキュラム案など，５点セットはどこで手に入れることが 

できますか？ 

 
Ａ．文化庁ＷＥＢサイトからダウンロードすることができます。また，  

郵送料を御負担いただければ，冊子をお送りいたします。 

   
［参考］文化庁 WEB サイト 日本語教育のページ 

        http://www.bunka.go.jp/seisaku/kokugo_nihongo/kyoiku/ 
 
 
 

Ｑ２．カリキュラム案など，５点セットを活用した事例はありますか？ 

 
Ａ．文化庁の「生活者としての外国人」のための日本語教育事業では，

平成24年度からカリキュラム案等を活用することとなっています。

文化庁ＷＥＢサイトの日本語教育のページ（「生活者としての外国

人」のための日本語教育事業の部分）から，事業実施報告書や５

点セットに基づいて作成した教材などを御覧いただくことができ

ます。また，一部の教材については，ダウンロード後，編集して

利用いただくことも可能となっています。 

 

  ほかにも，日本語教育に関するポータルサイトである「日本語教

育コンテンツ共有システム：ＮＥＷＳ」（文化庁作成）から「カリ

キュラム案等の活用」を条件として，コンテンツを検索していた

だくことができます。 

（※検索結果には，上記，生活者事業の事業報告，教材も含まれます。） 

 

［参考］日本語教育コンテンツ共有システム ＮＥＷＳ 
  http://www.nihongo-ews.jp/ 

          （ＮＥＷＳは Nihongo Education contents Web sharing System の略です。） 
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Ｑ３．５点セットを活用するときに，文法や文字はいつ，どうやって教

えればいいですか？ 

 
Ａ．５点セットは来日間もない外国人が生活上の

基盤を形成する上で必要な生活上の行為を取

り上げていますが，５点セットの中で文法や

文字に関する学習のタイミング，方法は示し

ていません。これは必要がないということで

はありません。教室活動で取り上げる生活上の行為の内容に応じ

て，必要に応じて，他の教材も取り上げてください。 

   

文法や文字（読み書き）のいずれも日本で長く暮らし，仕事を得

たり，子育てをしたりしていく中では欠かせません。 

 
 
 

Ｑ４．５点セットについて，もっと詳しく知りたいのですが，どうすれ

ばいいですか？ 

 
Ａ．研修や講演などについては文化庁文化部国語課の日本語教育専門

職まで御連絡ください。また，事業の展開についても御相談くだ

さい。 

 

 
［参考］文化庁文化部国語課 日本語教育専門職 

電話：０３－５２５３－４１１１（内線２６４４） 
メール：nihongo@bunka.go.jp 
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